        桑折町告示第１０３号
          平成２２年第１３回桑折町議会臨時会を次のとおり招集する。
　　　　　　　　　平成２２年１１月１２日
　　　　　　　　　　　　　　　　桑折町長　　　高　橋　宣　博

                                          記
                  １．期    日      平成２２年１１月１５日
                  ２．場    所      桑折町役場議場
                          応招不応招議員
　・応招議員（１２名）
　　　１番　佐藤武朗君　　　２番　阿部満晴君　　　３番　羽根田八千代君
　　　４番　片平秀雄君　　　５番　佐藤榮三君　　　６番　川名靜子君
　　　７番　原　賢志君　　　８番　半澤　高君　　　９番　平井國雄君
　　１０番　平井光一君　　１１番　相原京子君　　１２番　齋藤松夫君
　　１３番　松山善二君　　１４番　浅野義雄君
　・不応招議員（なし）

                            平成２２年第１３回桑折町議会臨時会
          議事日程（１号）
                              平成２２年１１月１５日（月曜日）午前１０時開議
　日程第　１　　会議録署名議員の指名
　日程第　２　  会期の決定について

　日程第　３　  町長提案理由の説明

　日程第　４　　議案第４４号　桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

　　　　　　　　　　　　　　　る条例

　日程第　５　　議案第４５号　太陽光発電装置設置工事請負契約について

　日程第　６　　請願第１０号　福島地方広域行政組合解散に伴う養護老人ホームの運営

　　　　　　　　　　　　　　　移譲に関わる意見書の提出を求める請願書

　日程第　７　　請願第１１号　桑折緑風園の民間移譲に伴う諸問題の対応を求める請願

　　　　　　　　　　　　　　　書

　日程第　８　　発議第１８号　養護老人ホームの運営移譲に関する意見書（案）

　日程第　９　　発議第１９号　ＴＰＰ（環太平洋連携協定）参加に反対する意見書（案）

　日程第１０　　発議第２０号　米価暴落対策の強化を求める意見書（案）

出席議員（１４名）

　　　１番　佐藤武朗君　　　２番　阿部満晴君　　　３番　羽根田八千代君
　　　４番　片平秀雄君　　　５番　佐藤榮三君　　　６番　川名靜子君
　　　７番　原　賢志君　　　８番　半澤　高君　　　９番　平井國雄君
　　１０番　平井光一君　　１１番　相原京子君　　１２番　齋藤松夫君
　　１３番　松山善二君　　１４番　浅野義雄君
　・欠席議員（なし）

　・遅刻早退議員（なし）
　・職務のため議場に出席した者の職氏名
　　　　議会事務局長　　皆川嘉典君　　　書　　　　記　　佐久間 健司君
　　　　書　　　　記　　石幡勝弘君
　・地方自治法第１２１条の規定により説明のため議場に出席した者の職氏名
　　　　町　　　　長　　高橋宣博君　　　副町長　　小柴宏幸君
　　　　総務課長　　小竹利勝君　　　税務住民課長　　岡崎善右ェ門君
　　　　企画環境課長　　佐々木才市君　　　保健福祉課長　　山木一芳君
　　　　産業振興課長　　片平芳信君　　　上下水道課長　　長尾吉松君
　　　　会計管理者　　熊谷孔隆君　　　教育長　　室井君男君
　　　　学校教育課長　　綱島洋一君　　　生涯学習課長　　阿部純夫君
会　議　の　経　過

　　　　　◎異動による職員紹介

議長（浅野義雄君）　皆さん、おはようございます。
　開会前に、１１月１０日付をもって町執行部に人事異動がありましたので、これより異動した幹部職員の紹介を行います。町長より紹介願います。

（町長より幹部職員紹介）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎開会の宣告

議長（浅野義雄君）　ただいまの出席議員は１４名で定足数に達しておりますから、議会は成立いたしました。
　よって、本日招集の平成２２年第１３回桑折町臨時会を開会いたします。



（午前１０時００分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎開議の宣告

議長（浅野義雄君）　これより直ちに会議を開きます。
　議事日程は、お手もとに印刷配付のとおりであります。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第１，会議録署名議員の指名

議長（浅野義雄君）　日程第１，会議録署名議員の指名を行います。
　今期臨時会の会議録署名議員は、会議規則第１２０条の規定により議長において、１番　佐藤武朗君、２番　阿部満晴君を指名いたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第２，会期の決定

議長（浅野義雄君）　日程第２，会期の決定を議題といたします。
　お諮りいたします。
　今期臨時会の会期は、本日１日間としたいと思います。これにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって会期は、本日１日間とすることに決定いたしました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎議案の上程（議案第４４号～第４５号）

議長（浅野義雄君）　議案第４４号から議案第４５号までの計２件を上程いたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第３，町長提案理由の説明

議長（浅野義雄君）　日程第３，町長より提案理由の説明があります。
町長（高橋宣博君）　本日、ここに平成２２年第１３回桑折町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各位におかれましては時節柄何かとご多用のところ、ご出席を賜り誠にありがとうございます。
　今議会に提出いたしました議案は、条例改正１件、工事請負契約１件であります。提出いたしました議案の概要について、説明申し上げます。
　「町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例」につきましては、桑折町民生委員協議会会計における職員による不祥事の責任を明確にするため、町長、副町長の給料月額を減額する改正であります。
　次に、「太陽光発電装置設置工事請負契約」につきましては、睦合小学校ほか３施設の太陽光発電装置設置工事の請負契約を締結するにあたり、桑折町議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により提出するものであります。
　以上が提出議案の概要でありますが、詳細につきましては担当課長よりご説明申し上げますので、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ、提案理由といたします。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第１，議案第４４号　桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　改正する条例

議長（浅野義雄君）　日程第１，議案第４４号「桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。総務課長。

総務課長（小竹利勝君）　別紙議案書により説明した。（議案第４４号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

６番（川名靜子君）　今般のこの不祥事に関しまして、再発防止に向けての取り組んできた、これから取り組もうと思う対策をお伺いしたいと思います。

総務課長（小竹利勝君）　お答えいたします。
　この度の不祥事によります、今後、二度とこのようなことがないようにということで、再発防止策につきましては、職員に対しましてコンプライアンスの徹底を図るということ。これについては、町長より直接課長会議等においてその内容について改めて徹底を図る旨を伝達して、更に課長より各課職員の方にも伝わっているということでございます。
　二つ目としては、経費の支払い業務を行う段階ごとにチェックを強化するとともに、銀行届印の管理を厳重にするというふうなことであります。
　それから収納した現金、これは速やかに金融機関に預け入れ、会計責任者等は現金出納終了後、預金通帳と帳簿の残高を照合する。それに事務局体制の見直しを図っていくというふうなことで考えてございます。以上であります。

１２番（齋藤松夫君）　１点伺います。
　先ほど全員協議会で確認したわけでございますが、この不祥事に対して民生委員協議会の方から町の方に調査を依頼をされた、その時期というものは昨年の６月ということでございました。それを受けましていろいろな経過があって、その後この件について本格的に調査に入ったという時期はいつでございましょうか、お願いをいたします。

総務課長（小竹利勝君）　お答えいたします。
　同協議会会長から昨年６月に、決算報告がされていないというふうなご指摘を当時の担当課長の方に伝えられ、その後、担当課長からは当事者に早急に出すようにというふうな話を伝え、その結果を待っていたというふうなことでございますが、実質的に私の方にも担当課長の方から、実はこういうふうな話があったというふうなことで今年７月にありまして、そこから本人を呼び、改めて早期に出すようにということでありましたので、実質的に今年７月ということととらえております。以上であります。

１番（佐藤武朗君）　先ほど話聞いた中で、再発防止策というのは、より具体的じゃなければ私は再発防止策とは言えない。というのは、指示をしたとか、そういうレベルじゃなくて、例えば定期的に期日を決めて報告をさせて確認をするという、そういう継続的な作業があって初めて再発防止になるのではないかと私は思います。

町長（高橋宣博君）　１番議員にお答えをいたしたいと思います。
　ただいまの再発防止策についてのご指摘であります。正しくそのように逐次報告等があれば、それに越したことはないと思っておりますが、この民生委員協議会の性格上、今までの説明の中でも申し上げましたとおり、民生委員法によって設置はされているものの、本町における現況にあっては規則等の整備もなっておらなかったという現況の中でそのチェックが果たされなかった。もちろん規約がないわけでありますので、総会の開催等々もうたっておりませんし、しっかりと会計の監査、事務等もうたってございませんでした。よって、今般の教訓を教訓にしまして、速やかに規約を制定すると同時に、ただいまご指摘ありましたように、会計につきましては、しっかりとその適正さを保っていくべく組織の構築をお願いしたところでありますし、そのような方向で１２月１日より新しい民生委員に代わります。これを契機にしっかりとした組織になるものというふうに思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。以上であります。

２番（阿部満晴君）　細部にわたる、ただいまの回答に対することでございますけれども、先ほど体制の見直し、新しくこういう考えでやりたいということを説明がありました。
その中で体制の見直しとありましたね、事務局体制の見直しという具体的な言葉があったんですが、例えば具体的にはどのようなことをイメージして、そして、また具体化されようとしているのか、お伺いしたいと思います。以上です。

町長（高橋宣博君）　２番議員にお答えをいたします。
　先程来申し上げましたとおり、規則等々の制定と併せて事務局体制の見直しという点でありますけれども、民生委員協議会の中には、いわゆる社会福祉協議会からの助成金をいただきながら、社会福祉協議会の事務を一部担っているという現況もございます。そういった中で、今後、社会福祉協議会の担うべき事務も併せてやっているという関係上、社会福祉協議会の中で事務局を担ってもらってはいかがかというようなご提案をしながら、現在、社協の会長並びに民生委員協議会会長と協議をしてきたところであります。以上であります。

議長（浅野義雄君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

１２番（齋藤松夫君）　私は、議案第４４号に対しまして賛成の立場から討論を行うものであります。
　討論を行うに当たりまして、まず第１に申し上げたいこと、それは、この案件が問題となったのが昨年の６月、そして本格的にその調査に入ったのが今年の７月ということであります。そして、その調査を終え、責任問題にも決着をつけ、最終的には長の責任問題を処理をするというのが今日に至ったということであります。この問題の発覚から、その解決に至るまで大変に長期間を要したということは、甚だ遺憾であるということを申し上げたいのであります。これらの経過からすれば、本事案は前町長時代において解決が図られ、責任も明確にされるべき、そういう性質の問題であったと考えるところであります。
　第２点でありますが、それは賛成の理由であります。しかしながら、今回、町長が法令の遵守、更には公正、公平の公約実現と、こういう立場から、自らの責任をこのようにして行うと、そのようにしたものと考えるところでありますが、それらは法令の遵守というものを幹部職員はもとより、全職員に徹底をするという趣旨のものと受け止めているところであります。そういう姿勢を積極的に評価をする、そういう立場から本案に賛成の態度を取るものであります。以上であります。

議長（浅野義雄君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第４４号「桑折町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第５，議案第４５号　太陽光発電装置設置工事請負契約について

議長（浅野義雄君）　日程第５，議案第４５号「太陽光発電装置設置工事請負契約について」を議題といたします。
　議案内容の説明を求めます。学校教育課長。

学校教育課長（綱島洋一君）　別紙議案書により説明した。（議案第４５号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

４番（片平秀雄君）　この入札されたわけでありますけれども、入札参加者は何社ぐらいがあったものか、三つ聞きます。一つです、それ。あと、その入札参加者の中には本町の業者が参加されていたのか。そして、三つ目は、どのぐらいの落札率だったのか、この３点をお伺いします。
　まず、入札参加者は何社だったのか伺います。

企画環境課長（佐々木才市君）　お答えをいたします。
　入札参加された業者は６社でございます。

４番（片平秀雄君）　それでは、その６社の中に本町にもいろいろそういった関係者がいるかと思うんですが、それが参加されたのかどうか伺います。

企画環境課長（佐々木才市君）　本町の業者はございませんでした。

４番（片平秀雄君）　ただいまなかったということですが、そのなかったということは、参加できなかった、参加できなかったそれなりの資格とか何か、できなかった理由があるかと思うんですが、一般競争入札でございますので、いろんな地区から応札していると思うんですけど、なぜ桑折町の業者ができなかったのか、お伺いいたします。

企画環境課長（佐々木才市君）　今回は制限付き一般競争入札ということで入札を執行いたしました。その前段といたしまして、この入札につきましては、予定価格又は応募等を公表いたしまして募集を行ったところであります。そのような中で、今回応募されたのは、対象は大体１２社ぐらいあったわけですけれども、実際に応募されたのは６社という状況の中で、桑折町の業者の方はなかったということでございます。ですから、桑折町の業者がなぜ参加しなかったのかということについての分析はしておりません。以上です。

４番（片平秀雄君）　それでは、３番目の落札率は。

企画環境課長（佐々木才市君）　ただいまお答えした中に間違いがありましたので、その前に訂正させていただきたいと思います。
　まず１点は、私、制限付きということでお話をいたしましたけれども、制限ではなくて条件付一般競争入札でありました。
　それから、桑折町の業者がなぜ対象になっていないのかという中で、これはあくまでも基準点で対応しておりますので、桑折町の中にそのような基準点を満たす業者はなかったということで、ご理解をいただきたいと思います。

４番（片平秀雄君）　基準点、その基準点はいかほどだったのでしょうか。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（浅野義雄君）　暫時休議します。
（午前１０時２５分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（浅野義雄君）　再開します。
（午前１０時２５分）

                    ◇                    ◇                    ◇

企画環境課長（佐々木才市君）　評価点数は８５０点以上ということであります。

４番（片平秀雄君）　それでは、その落札率というのは、いかほどだったのでしょうか。

企画環境課長（佐々木才市君）　落札率は８５％でありました。

８番（半澤　高君）　１点のみお伺いします。
　お伺いするのは、この工事期間の授業への影響ということでございます。授業等への影響ということでございまして、今回、議会の議決を得れば明日から３月２２日までの工事期間ということでございます。多分これ、予算案のときに同じような質問を同僚議員どなたかがしていると思うんですが、そのときのお答えですと、長期の休暇を利用してとかというお答えだったと思います。今回、１１月１６日から３月２２日までという工事期間、その中で授業への影響、どのように最小限にしようとしているのか、具体的にどのようにしようとしているのか、お尋ねするものです。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えをいたします。
　授業への支障というようなことでのお話だったんですが、がたいとかパネルというのは工場の方で、ある程度造ってくるというようなこともあります。ただ、基礎をやったりグラウンドの方にボルトを設置するのに穴を開けるというような音の出る工事も若干あります。これについては、各学校の校長先生ともいろいろお話をしたんですが、中学校につきましては来年になると受験を控えているので、音の出る作業についてはある程度年内にというようなことでお話がありましたので、工期については３月２２日までというようなことで、１か所当たり１か月の期間があれば工事の方は終了するというようなこともありますので、中学校については年内に作業を進めて、残りの小学校、幼稚園については次年度、翌年になってからというような作業に入るというようなことで、それほど授業に支障を来すというのがありませんので、音の出る作業等については休日を利用して作業を進める程度で大丈夫のようなので、特に毎日の授業については差し支えないものと思っております。以上であります。

８番（半澤　高君）　それでは、お伺いします。
　ただいま１か所１か月ということでございました。順序としては、どのように考えているのか、どこの学校から始まって、どこの学校で、どこで終わるのかという点についてお尋ねします。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えしたいと思います。
　今の工事の順番については、まだ業者が決定をしましたばかりなので、今後、工程会議等を実施しながら、各学校とも協議をしながら進めていきたいと思います。いろんな授業もありますので、その辺は学校と協議をしながらというようなことで、まずは先ほど申しましたように、受験を控えている中学校は優先的に作業を進めてまいりたいと思います。以上です。

３番（羽根田八千代君）　設置工事契約についてなんですが、これ設置後、メンテナンス等に対してもしっかりと対応されているのかということを伺います。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えをいたします。
　太陽光発電のシステム上の通常のメンテナンスというのは、システム的には、基本的には、すべて動作等については自動で行うというようなことで、日常の操作の必要はないんですが、メーカー保証につきましては１年というようなことでメーカー保証があります。その後については、その契約については任意で契約をするというようなことで、メンテナンスを実施していきたいと思います。なお、今回の太陽光システムについては、ほとんど消耗品等とか、そういう経費のかかる部品というのはありませんが、通常の目視、それから東北電気保安協会との月ごとのメンテナンスを行っていきたいと思います。以上です。

３番（羽根田八千代君）　そうしますと、今回の契約業者とは別に今後メンテナンスに対しての対応をしていくということでよろしいんですか。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えいたします。
　メーカー保証については１年ということなので、それ以降については、また保険会社等の契約になるかと思います。以上です。

６番（川名靜子君）　先ほどの説明の中で、仮契約ということで、まだメーカー等が決まってないというお話でしたが、この予定額というのは、どこを基準に積算された金額なのかをお伺いしたいと思います。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（浅野義雄君）　暫時休議します。
（午前１０時３２分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（浅野義雄君）　再開します。
（午前１０時３３分）

                    ◇                    ◇                    ◇

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えをいたします。
　設計額については、メーカーにつきましては三菱を想定した設計をしております。
　以上です。

企画環境課長（佐々木才市君）　予定価格につきましては、その設計額に対しまして町長の方から予定価格を決定していただいたわけであります。
　消費税込みの価格が７,７７４万５,１５０円でありました。以上です。

６番（川名靜子君）　今、予定額が示されたわけですけれども、それでは設計額はいかほどだったんでしょうか。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（浅野義雄君）　暫時休議します。
（午前１０時３４分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（浅野義雄君）　再開します。
（午前１０時３５分）

                    ◇                    ◇                    ◇

企画環境課長（佐々木才市君）　通常、設計額については公表していなかったわけでありますけれども、今回の分からにつきましては、公表するということで制度改正をしたということであります。それによりまして、今回議決をいただければ……。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（浅野義雄君）　暫時休議します。
（午前１０時３６分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（浅野義雄君）　再開します。
（午前１０時３６分）

                    ◇                    ◇                    ◇

企画環境課長（佐々木才市君）　すみません。ただいま積極公表するような私の発言をいたしましたけれども、この設計額につきましては、あくまでも議会から求められれば今年度より公表するようになったということでありまして、かつ、その皆さんにお知らせする価格については、今回議決をいただいてから公表させていただくという段取りになると思います。よろしくお願いいたします。

６番（川名靜子君）　求めれば公表するということですね、では求めますので、決をとってからですね、はい、分かりました。
　そうしたらば、もう一つお聞きしたいのは、１２日の仮契約ということでしたが、じゃあ、本契約はいつ頃になる予定、すみません、議決後でしたね、すみません。

１１番（相原京子君）　先ほど入札６社ということでございましたので、６社の業者名すべてお答えください。

企画環境課長（佐々木才市君）　今回この入札に応募いたしましたのは、大槻電設工業株式会社、福島市に事務所がございます。株式会社関電工福島営業所、これからお話しする事業所は、すべて福島市にございます。そして広栄電設株式会社、株式会社須南電設、株式会社テクス福島福島営業所、株式会社ユアテック福島支社、以上の６社でございました。

１０番（平井光一君）　２点お伺いするものでありますので、よろしくお願いします。
　まず、１点目は、担当課におかれましては、今日の入札になったということで、かなり時間をかけたようでありますので、今日までのこの太陽光発電設置事業についての検討をどのように今日までやってきたのか。検討内容について、それをお伺いするものであります。２点目は、先ほどもちょっと話題になりましたが、メンテナンスの部分という部分でお伺いするものでありますので、よろしくお願いします。メーカーの選択も含めて。
　１点目、繰越明許とし、縷々今日まで検討し入札執行ということになったわけでありますが、いわゆる担当課としては、どういう部分を学校に設置するということで、どういう部分に配慮をされ、どういう部分を検討し、この入札執行となったものか。かなりの時間をかけたということですから、どういう部分で問題があったのか、なかったのかも含め担当課の所見というか、検討内容をお知らせいただければ有り難いなと思います。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えを申し上げたいと思います。
　検討というか、いちばんの問題になったのは、どこの場所に設置をするか。太陽光パネルをどこに設置をするかというようなことで、いろいろ構造計算だったり、学校施設で、学校でどの部分に設置をしたらいいかというようなことでいろいろ調査をしながら設置場所については現在の設置場所に決定をしたというようなことで、いちばん時間がかかってしまった部分については、その設置場所の検討でありました。
　それから、学習面の活用というようなことで、発電のためのパソコンの設置とか、その画面を表示する場所についても、それぞれ学校側といろいろ協議をしながら進めてきたというようなこともあったんですが、特に時間がかかったというのは、その場所の設定に時間がかかってしまったというようなことで、今回の工事契約に至っております。

１０番（平井光一君）　モニター並びにその設置表示ですか、そこら辺で時間をかかったということですが、教育への活用という部分も含め検討したことで、そういう部分で設置場所がずいぶん、かなり検討しなくちゃならないということなんでしょう。これは現場の学校長との協議もありますので、それだけ時間を要したのかなと思われますが、あと、先ほどちょっと８番議員が心配されましたけれども、授業への影響という部分の検討もあっての時間を要したという解釈でもよろしいでしょうか。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えいたします。
　議員お質しのとおり、いろいろ授業への影響というようなことで、屋根に付ければ、その授業への影響は少ないということですが、そのバルコニー、ベランダに設置をするというようなことで通常より太陽の光が入らないというようなことで、いろいろそういったことでの設置場所、設置角度についても協議をさせていただいたというようなことで、その辺も時間がかかった要因の一つであります。以上です。

１０番（平井光一君）　次に移りますが、メーカー保証が１年というお話をちょっと聞いて驚いているわけでありますが、パネル本体並びにモジュールの部分の保証というのは、私、自分の家に設置しているのは確かメーカー保証１０年と記憶しているんですが、１年というのは非常に解せない。私が設置してからもう７年かかっておりますので、パネルの重量も軽量化をされ、厚さも薄くなり、発電能力も高まり、それでモニターで全部コンピュータですべてグラフにして数字が出てくる。そういう状況になっているものと理解しているわけでありますが、併せて、その保証の部分についてもかなりロングランの保証をするということで、メーカー側は競ってやっているという状況なんではないでしょうか。メーカーもこれから検討するということでございますけれども、各社競ってほとんどの差異はございませんが、いわゆるパネルの軽量化にいそしむか、発電能力を高めるかということで、あと保証面、そこの部分、６番議員が先ほど苦にしたのは、そのメーカーに対する価格の部分の差異ももちろんございますし、この程度の８５％で請け負ったとなれば、どの程度の大槻電設さんはメーカーとの契約ができるものなのか、すべてのオールメーカーに代理店として契約をされているものなのか、その部分。設置工事の部分については自社でやるんでしょうからダンピングができますが、仕入れの部分、そのメーカーの保証の部分とメーカーの検討をするという、メーカーの検討するというのは、どの部分で何を検討するのか。ベランダに付ける部分は、だから軽量化の部分のパネルを付けるということを重視するのか。そのメーカーの検討という内容は何を含むものなのか、お尋ねをするものであります。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えをいたします。
　メーカーについては、設計段階では設計業者の方については三菱のメーカーで設計をしたというようなことであります。ただ、メーカーの検討というのは、今回事業者が決定したというようなことで、その事業者の方で、その取り引きとかいろいろそういう関係で、どういうメーカーを今回施設に取り入れるかというのは今のところまだ分からない状況でありますので、今回の業者がどのメーカーを使うかについては、どのメーカーを使うかについては、これから業者の方にそのメーカーについては今後決定をしていきたいと思います。

１０番（平井光一君）　議決を経て本契約ということになりますが、私思ったのは、学校教育課の方で、いわゆる設計のときは三菱で積算をしたということでございますが、縷々メーカーの性能まで調査をしたのかなと思ったものですから、今日までの経過をお尋ねしたわけであります。
　そうしますと、メーカーの部分、ほとんど差異はございませんが、その点の検討経過はなかったということが明らかになりますね。この本契約まで、じゃ、あっちが勝手にいってくる、大槻さんが請け負ってくるメーカー、１社ではないでしょうから、せめて５～６メーカー、５～６社のメーカーとは取り引きあるものと解しますが、あっちが提案してくるものとそのまま鵜呑みにし、それで選択をすると、本契約でという理解になりますか。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えをいたします。
　設計については、その設計業者の方で三菱のメーカーで積算をいたしましたけれども、今回の業者がどのメーカーを使うかというようなことなんですが、その取り扱いメーカーによって、うちら方でもいろいろ、そのメーカーによっては、その軽さであるとか発電量とか、そういった詳細については打ち合わせをしながら、その学校に合ったメーカーを取り入れたいと思います。以上であります。

１０番（平井光一君）　今言ったこと、是非ともやってほしいんですよ。パネルの軽量化、薄さにこだわる人、業者、メーカー、メーカーでそれぞれ特色があるんです。ベランダに付けるんであれば、それだけ軽量化で薄ければいいわけですから、その部分。あと発電力、ベランダに付ける部分の方が角度が確か大量の角度の部分についてかなり発電能力変わりますので、これも発電能力の重視したメーカーを選んでいただきたい。だから、この現場、現場によってメーカーを変えても結構ですし、特色ある売り物が必ずあるものですから、ほとんどの差異はございませんけれども、ちゃんとこだわりのメーカーがございますので、是非とも、その部分を是非ともやっていただきたい。縷々語ると熱くなりますから、本会議終わったら、あと発電能力の高いメーカーをお示しをさせていただきたいと思います。以上で終わります。

１２番（齋藤松夫君）　二つ伺います。
　まず１点目でありますが、業者ごとの入札額を明らかにしていただきたいと思うのであります。同時に、その際に、予定価格に対する比率もお示しをいただきたいと思います。ごめんなさい、あとは２点目でございます。あとはメーカー、ただいま質問がありましたメーカーについての問題を伺います。
　まず、最初の方をお願いします。

企画環境課長（佐々木才市君）　メーカーごとの入札額ということであります。
　失礼いたしました。今回の応募者ごとの入札額ということでお答えをさせていただきたいと思います。まず、この入札する際は消費税及び地方消費税を含まない金額で対応しておりますので、先ほどの予定価格とは若干といいますか、それを除いた額で回答させていただきたいと思います。大槻電設工業さん、入札額６,２９３万６,５５０円、株式会社関電工東北支店福島営業所６,５００万円、広栄電設株式会社６,２１９万６,０００円、株式会社須南電設６,３００万円ちょうど、株式会社テクノ福島福島営業所６,９５０万ちょうど、株式会社ユアテック福島営業所６,６００万円ちょうど、以上の金額であります。比率につきまして、この落札業者の大槻電工さんにつきまして、当然これはどのぐらいで落札されたのかということはありますので、８５％とお話ししました。なお、その他につきましてお時間をいただきたいなと、落札率については、まだ計算しておりませんでした。
　入札率について、今総務課長の方から計算したものがあるということなので、お答えをさせていただきたいと思います。２番の株式会社関電工東北支店福島営業所さんにつきましては８７.８％、光栄電設株式会社さんにつきましては８４％、これは後でお話をしたいと思います。とりあえず、まず入札額の比率をお答えいたします。株式会社須南電設８５.１％、株式会社テクノ福島福島営業所９３.９％、株式会社ユアテック福島営業所８９.１％でありました。当然、先ほどお話ししました落札８５％の中で、広栄電設さん８４％と、それはどういうことなんだということの質問は当然くると思います。これにつきましては、品質の保証又はダンピング等を防止をするために最低制限価格を設けております。そういう関係上、大槻電設さんの方に落札されたということでございます。

１２番（齋藤松夫君）　次の質問でありますが、ちょうど１０番議員の質問に対しまして、設計価格は三菱のものを参考にして計算をしたと。それから実際に落札業者がどのメーカーを使うのかはまだ承知をしていないという、こういうお話でございますが、私こういう場合について、よく承知をしていないのでございますが、そういうことが一般に、今回桑折町のみならず全国的規模で、こうした事業が行われるものと思うわけでありますが、このようなやり方というのは一般的に行われているものなのかどうかを伺うものであります。まず、お答えを願います。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎休議

議長（浅野義雄君）　暫時休議します。
（午前１０時５５分）

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎再開

議長（浅野義雄君）　休憩前に引き続き会議を再開いたします。



（午前１１時１０分）

                    ◇                    ◇                    ◇

学校教育課長（綱島洋一君）　それでは、説明をいたしたいと思います。
　先ほどは説明不足で誤解を与えてしまったことについて、申し訳なく思っています。今回の設計の算出に当たりましては、設計する段階で業者の方で３社の見積もりを取りました。それには、薄さであったり発電量だったり、厚さであったり、ただ２０キロの規格を満たすものというようなことで見積もりを取った結果、最低の額が三菱のものだったというようなことで、それで設計額については算出をしたところであります。今後は、業者がどのメーカーを使うかについては、今後性能を優先して、屋根、ベランダ、その場所に最適なものを設置するように検討して決定をしていきたいと思います。以上であります。

１番（佐藤武朗君）　太陽光発電を導入するのは、すばらしいことだと思うんですが、２点、一つは質問と、一つはお願いということでさせていただきたいと思います。
　質問は……。

議長（浅野義雄君）　１番議員、お願いというのはちょっと。

１番（佐藤武朗君）　一つは、売電契約というのは、これは売電契約をする場合としない場合ではコストは違うんでしょうか、設備の。
　もう一つは、この電気料の表がここに出されておるんですが、太陽光発電を導入される最近一般家庭で多いわけですけれど、皆さん太陽光発電を入れたから節電されているという感覚をお持ちの方が多いかと思うんですけれど、それはちょっと違って、モニターが設置されるために家族の方がすごく節電意識が多くなる、高まるわけですよ。ですから、毎月の電気をいかに少なくしようかという努力があるので節電されるのかと思うんですけれど、この学校の今この電気料をずうっと見せていただいて、この辺があまりにもちょっと私はよく分からないんですけれど、睦合小学校と半田小学校の電気料がずいぶん違うなと思って、それがちょっと気になった部分があったので、この辺の違いはどういうところかもちょっとお聞かせいただければと思います。
　１点目は、売電契約をした場合、幼稚園が売電契約をしているわけですよね。それ以外はこれ合わないから、もう売電契約はしませんという形ですね、この３施設は。この３の学校は。幼稚園は、当然このシミュレーションの中で発電量の方が高いから売電契約をすると。睦合小学校は若干これ発電よりも電気使用料の方が高いので売電契約しても意味がないだろうということで売電契約をしないのか、その辺ちょっとお聞かせいただきたいと思いまして質問したんです。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えいたします。
　売電契約につきましては、ただいま表でご覧になっていただいたと思うんですが、醸芳小学校についてはマイナス１年間の、マイナス年間の発電電力量が５,３１４キロというようなことで、ここは売電まで至らないというようなことで、醸芳幼稚園のみがマイナス８,７４７キロワットになっておりますので、この醸芳幼稚園だけが、この分が売電が可能だというようなことでの醸芳幼稚園のみ売電契約というようなことになっております。

１番（佐藤武朗君）　これは今までの現状の電気料だけですね。これが教育上、生徒さんにどれだけそういう意識を持ってどれだけ節電効果を、結局モニターというのは、あっ今、電気どれぐらい発電しているなと、どれだけ使用しているなというのが一目瞭然分かるようにモニターというのは設置してあるわけですよ。ですから、教育の一環としての、やはり学校で、今現状、どれだけ電気を消したらどれだけ結局節電になったかなとか、そういう意識をいかに持たせることによって、多少なりともこういう効果というのは出てくるんだと思うんですね。ただ単に太陽光発電を設置したからということだけじゃなくて、当然その辺の意識づけ、これをやることによって多少なりともその辺は、どれだけの変化あるか分かりませんけれども、可能性はあると思うんですよ。ですから、売電契約を結ぶのは費用がかかるのかかからないのか、そういう設置の機械が費用かかるのかかからないのか、もし費用がかからないのだったら売電契約結んでおいても何も問題ないのかなと思ったんですが、その装置はやはり相当コスト高になるんでしょうか。

町長（高橋宣博君）　１番議員にお答えをいたしたいと思います。
　確かに今般、この教育施設に対しまして、このように太陽光パネル等々を入れるということは、もちろん教育上、いわゆる環境に対する配慮であるとか、更にはＣＯ2の削減効果等々について目で見る形で、議員お質しのようにモニターという形で確認をしながら、その生活に取り入れるような学習の一場面というふうになることを大いに期待をしているところであります。その結果、ただいまお話のように、今後この電気使用量が今までの意識と更に進化を遂げまして、節電効果が現れるというようなことが数字的に出てまいれば、そういうようなことも売電ということも可能になろうかと思いますけれども、今、現時点における現況ではむしろ足りないというようなことでございますので、今後の推移を見ながら検討をしていくものと思っておりますので、ご理解をいただきたいと思います。

１番（佐藤武朗君）　分かりました。
　それでは醸芳幼稚園が、これが多いのであれば、逆に枚数を減らして、プラマイゼロぐらいの形でコストを下げるということは考えなかったんですか。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えをいたします。
　今回の太陽光発電装置の整備につきましては、２０キロワットというようなことで申請をして設置を要望してありますので、今回につきましては２０キロというようなことでの制限がありましたので、全施設同じワット数というようなことになっております。

９番（平井國雄君）　ただいまの１番議員の質問と関連があるんでありますが、１点についてお尋ねいたします。
　３番の導入の意義、効果に、二酸化炭素削減効果、そして経済的効率性、環境教育への活用という３点が挙げられておりまして、二酸化炭素の削減効果、そして環境教育への活用、この辺は理解できるんでありますが、経済的効率性、この点についてなんです。私がちょっと理解できないのでお尋ねするわけでありますが、太陽光発電で賄える金額ということで、この睦合、半田、醸芳中学校、幼稚園と、この４点。これが１年間の賄える金額というふうに私は読み取ったわけでございますが、そうなりますと、この４校を合計いたしますと、約１００万円ぐらいかなというふうに読み取らせていただきました。そうしますと、これ約６,６００万円のものを造ることによると、６６年間、そのほかにいろんなメンテナンスなり修理というんですかね、そういうものがかかってくるわけだとなりますと、約７０年間これを７,０００万円を元を取るにはかかってしまう、そのような単純に私は計算をいたしたわけでございますが、冒頭言ったように二酸化炭素の削減効果なり環境教育への活用は、これは十二分に理解はしておりますが、その辺は教育課といたしまして、どのようにとらえ説明なされるのかをお尋ねいたします。

教育長（室井君男君）　お答え申し上げます。
　私も実は今日の朝、そこを疑問に思って計算してまいりました。それで、これを見てみますと、半田、醸芳小学校では太陽光によって約３４％賄える。それから睦合小が８０％、醸芳中が約１７％、醸芳幼稚園が１７３％弱ですから、ここだけが余る。先ほどのご質問にもありましたけど、ここに売電の機器も入れてやるようになります。ただ、何年でペイできるかというのは、これ今のところ計算でしか予想はできませんけれども、先ほどの１番議員さんの質問にありましたように、やはり教育作用、こういう点とか、あとエコに対する協力、これがあると思います。特に電子黒板全部入っておりますので、そのモニターを電子黒板の方にデータを入れて全教室でいつでも見られる、そんなふうにもするようになっておりますので、そんな教育作用効果も含めますと、大変そういう点ではプラスなのかなと、そんなふうに思っております。

町長（高橋宣博君）　今、教育長さんの方からいろいろお話あったわけですけれども、行政サイドの方からも申し上げますけれども、やはり教育に関するコストを単純に計算して出すということが、果たしていかがかというふうに私は考えてございます。今後、いろいろな形で、やはりしっかりとした人材を育てていくうえで、かなり教育というものは大事なものというふうに位置づけをしております。今般の事業につきましても、高い補助率のものをしっかりと選択をして導入をしておりますので、単純にすべての金額が全部町の持ち出しではないし、そういう選択をしながら、更に最大の効果が発揮できるようなものについては、どんどん今後とも研究を調査をしながら導入に向けて実施していきたいというふうに思っております。教育委員会共々研究をさせていただきますので、よろしくお願いをしたいと思います。

９番（平井國雄君）　まず、その点については理解をいたしました。
　しつこいようではありますが、これの耐用年数というものは大体どのくらいなのでしょうか、それをお聞きしまして終わります。

学校教育課長（綱島洋一君）　お答えをいたします。
　耐用年数というようなことでのご質問なんですが、太陽電池モジュールにつきましては、目安となる機体寿命ということで２０年以上、それからパワーコンディショナーにつきましては、目安が１０年以上というようなことでの耐用年数というか、期待寿命というようなことが表示されております。以上です。

議長（浅野義雄君）　それでは、先程来、４番　片平秀雄君の方から質問がありましたが、それに対して企画環境課長の方から訂正の申し出がありますので、これを許します。

企画環境課長（佐々木才市君）　４番　片平議員のお質しの中で、回答した分で誤りがありましたので訂正をさせていただきたいと思います。
　桑折町に業者がなかったのかという中で、では評点はいくらだったんだということで８５０点というお答えをいたしましたが、建設業法第２７条２３に基づく有効な経営事項審査を受けている社、それから桑折町工事等請負資格者名簿の電気設備工事の評点というものがあります。その電気設備の評点では８５０ではなくて８８０点以上のものというふうになっておりますので、８８０点に訂正をしたいと思います。

議長（浅野義雄君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

３番（羽根田八千代君）　賛成の立場で討論させていただきます。
　太陽光発電設置事業については、当初から私も大変関心を寄せて一般質問等々でも提案させていただいた事業であります。この事業は、ＣＯ2削減効果並びに経済的効率性、環境教育への活用、特に教育現場においては大きな効果と効力を生むものと考えます。更にこの事業は安全、安心な学校づくりの交付金事業の一環でもあります。そうした意味で、いち早く残された検討課題をクリアされ、一日でも早い設置を望むものであります。以上です。

議長（浅野義雄君）　ほかに。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより議案第４５号「太陽光発電設置工事請負契約について」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第６，請願第１０号　福島地方広域行政事務組合解散に伴う養護老人ホ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ームの運営移譲に関わる意見書の提出を求める請

　　　　　　　　　　　　　　　　　　願書

議長（浅野義雄君）　日程第６，請願第１０号「福島地方広域行政事務組合の解散に伴う養護老人ホームの運営上に関わる意見書の提出を求める請願書」を議題といたします。
　この件につき、養護老人ホームの社会福祉法人への運営移譲問題調査特別委員長の報告を求めます。１３番　松山善二君。

１３番（松山善二君）　請願審査結果報告書。本委員会は、付託された請願について審査の結果、次のとおり決定したので報告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　１．委員会開会年月日　平成２２年９月７日、１０月５日、１０月１９日、１０月
　　　　　　　　　　　　２９日、１１月４日、１１月９日、１１月１２日。

　　　２．付託された事件　請願第１０号「福島地方広域行政事務組合の解散に伴う
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養護老人ホームの運営移譲に関わる意見書の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出を求める請願書」
　　　３．審査の結果　趣旨採択すべきものと決した。
　　　以上であります。

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより請願第１０号を採決いたします。
　この件につき委員長の報告のとおり趣旨採択と決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本件は、委員長報告のとおり趣旨採択と決定いたしました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第７，請願第１１号　桑折緑風園の民間移譲に伴う諸課題を対応を求め

　　　　　　　　　　　　　　　　　　る請願書

議長（浅野義雄君）　日程第７，請願第１１号「桑折緑風園の民間移譲に伴う諸課題の対

　　応を求める請願書」を議題といたします。
　この件につき、養護老人ホームの社会福祉法人への運営移譲問題調査特別委員会委員長の報告を求めます。

１３番（松山善二君）　請願審査結果報告書。本委員会は、付託された請願について審査の結果、次のとおり決定したので報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
　１．委員会開会年月日　平成２２年９月７日、１０月５日、１０月１９日、１０月
　　　　　　　　　　　　２９日、１１月４日、１１月９日、１１月１２日。
　２．付託された事件　請願第１１号「桑折緑風園の民間移譲に伴う諸課題の対応
　　　　　　　　　　　　　　を求める請願書」
　３．審査の結果　趣旨採択すべきものと決した。
　以上であります。

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより請願第１１号を採決いたします。
　この件につき、委員長の報告のとおり趣旨採択と決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本件は、委員長報告のとおり趣旨採択を決定いたしました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第８，発議第１８号　養護老人ホームの運営移譲に関する意見書（案）

議長（浅野義雄君）　日程第８，発議第１８号「養護老人ホームの運営移譲に関する意見書（案）」を議題といたします。
　事務局長をして朗読いたさせます。

議会事務局長（皆川嘉典君）　別紙発議案書により朗読した。（発議第１８号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより発議案第１８号「養護老人ホームの運営移譲に関する意見書（案）」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第９，発議第１９号　ＴＰＰ（環太平洋連携協定）参加に反対する意見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　書（案）

議長（浅野義雄君）　日程第９，発議第１９号「ＴＰＰ（環太平洋連携協定）参加に反対する意見書（案）」を議題といたします。
　事務局長をして朗読いたさせます。

議会事務局長（皆川嘉典君）　別紙発議案書により朗読した。（発議第１９号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより発議第１９号「ＴＰＰ（環太平洋連携協定）参加に反対する意見書（案）」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎日程第１０，発議第２０号　米価暴落対策の強化を求める意見書（案）

議長（浅野義雄君）　日程第１０，発議第２０号「米価暴落対策の強化を求める意見書（案）」を議題といたします。
　事務局長をして朗読いたさせます。

議会事務局長（皆川嘉典君）　別紙発議案書により朗読した。（発議第２０号）

議長（浅野義雄君）　これより質疑に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「質疑なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。
　これより討論に入ります。

　　　　　　　　　　　　　　（「討論なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　討論なしと認めます。これをもって討論を終わります。
　これより発議第２０号「米価暴落対策の強化を求める意見書（案）」を採決いたします。
　お諮りいたします。
　本案を原案のとおり決定することにご異議ありませんか。

　　　　　　　　　　　　　　（「異議なし」という声あり）

議長（浅野義雄君）　ご異議なしと認めます。
　よって本案は、原案のとおり可決されました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎町長あいさつ

議長（浅野義雄君）　以上をもって本臨時会に付議された事件の審議は全部終わりました。
　町長よりごあいさつがあります。

町長（高橋宣博君）　閉会にあたりまして一言ごあいさつを申し上げます。
　ただいまは、ご理解ある誤議決を賜り誠にありがとうございました。特に太陽光発電装置設置事業につきましては、３番議員の賛成討論を踏まえして導入の意義をしっかり踏まえ、今後更に大きな効果が出るように活用を図ってまいりたいというふうに考えております。
　結びになりますが、立冬も過ぎまして日増しに寒さが厳しくなってまいります。どうぞ議員格におかれましては、ご自愛のうえ、更なるご活躍をされますようご祈念申し上げ、ごあいさつに代えます。どうもありがとうございました。

                    ◇                    ◇                    ◇

　　　　　◎閉議及び閉会の宣告

議長（浅野義雄君）　これをもって平成２２年第１３回桑折町議会臨時会を閉会いたします。
　皆さん、大変ご苦労さまでございました。
（午前１１時４３分）
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